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共通 した素養 ・能力を明確化 した 「新 しい共通教育」 の研究

小川 　勤
”

〈 概要 〉 共通教育 （教養教育） の 質保証 を 行 うに は 、克 服 す べ き 4つ の 課 題 が あ っ た 。 そ れ らは 、

⊃選択科目が 大半 を 占め る た め 、全学共 通 の 教養が 確 立 され て お らず、  共通教 育を中 心 とす る

初年次教育と学部専門教育を中心 とする 二 年次以 降の 教育 との 接続性 が 悪 く、  受講 者の 少 な い

謂設科 目が 数多く存在 す るた め
、 教育資源 が 有効活用 さ れ て お らず、  「全教員出 動体制 1 に よ

る分科会制度 の 下 で は共通教育の教育改善が進 まな い とい う課題 で あ る 。
こ れ らの 課題 を克服 す

る た め 、平成25年度か ら 「新 し い 共 通 教育」 が ス タ
ー

トし た 。 全学共通 の 教養 を確 立 す る た め 、

す べ て の学部 （共同獣医学部は除 く） の 人学者 に対 し、　
「教養 コ ア 1 、　「英語 」 お よび 「一般教

養」 の 授 業科 日30単位 を必修化 した。また 、学部独 自の 教養は 共通教育内 に 「専門基礎」 と して

立置づけ、共通 教育と学部専門教育との接続性が高ま る よ うに し た 。 さらに 、　 「全教員出動 体制 」

、こ よ る分科会制度か ら 「全部局出動体制」 へ 移行す る こ とに よ り、受講者 の 少 な い 開設科 目が 大

囁に減少 し，教育資源 の 有効活用が可能 とな っ た 。
こ れ に伴 い 、FD活動 の 場 が各分科会か ら各部

局 に移 る こ とになり、共通教育における教育改善が進 む こ とが期待され る。

〈 キ ーワー．一ド 〉新 し い 共 通 教育、質保証 、学 上 課 程教 育、全部 局 出動体制

　 1 ．は じめ に

　 高等教育の 質保証 を 目指すた め に は 、
一

貫

一tた 学 lr課 程教育 を構築す る こ とが 必 要で あ

る こ とは こ こ 数年言 われ続 けられて きた こ と

であ る。 しか し、大 学教 育の 実態 を見 る と、

大通 （教養）教育と専門教育 との 間 で 有機的

な 連携 が 行われ て お らず、こ の た め 、カ リ キ

ュ ラム 改革 を行 われ て も、結局 、専門教 育を

中心 と したカ リキ ュ ラ ム 改 革 に終始 す る こ と

が 多い の が現状で あ る 。

　 ま た 、共通 （教養）教育の 内容も、専門教

育 の 基礎的 ・導入的 内容を教え る とい う、い

わ ば 「専門教育 の 切 り売 り」 状態 に な っ て い

る。さらに、ユ ニ バ ー
サ ル 化 の進行 に伴 う学

力低下 に 対応する ため に 、共通 （教養）教育

は 、高校教 育の 学 び 直 し、す な わ ち、リメ デ

ノ ア ル 教育の 場に もな っ て い る。

　
一

方、受講 生 で ある学生 は、高校教育 の 焼

き直 し の よ うな共通 教育 の 内容に飽 き足 らず、

入学時か ら専門教育を学び た い とい う意識が

強 い
。 しか し、 入学時 の 彼 らの 学力 で は大学

の 専門教育の 内容 を十分理 解す るには力不 足

で あ る 。 また、学生 は高校 ま で の 知 識注入型

の 学習 ス タイ ル に慣れ て い るた め、大学で 求

め られ る 問題解決 型学習 ス タイル に まだ ト分

対応 で き て い な い の が現 状で あ る 。 さ らに問

題 で あ る の は 、共 通 教育段 階 の 学生 の 履 修状

況 で ある。学牛 は 各科 目の 教育内容 とい うよ

りは 、単位 の 修得が容易で あ る、い わ ゆる 「楽

勝 科 日」 を tll心 に 履修 し が ち で あ る。こ の た

め、共通教育が 本来持つ べ き機能 で あ る 「幅

広 い 教養」 を学生 た ちに身 に付 けさせ る と い

う趣 旨が 十 分活 か されず に 、自分 の 興味 ・
関

心 の ある科 目を履修す る とい うよ りは、「楽勝

科 目 」 中心 と し た 「食 べ 安い 料理 （科 目）」 を

好き勝手 に テ
ーブ ル （カ リキ ュ ラム ） か ら選

ん で 食べ て （履修 して ） い く 「カ フ ェ テ リア

方式 」 が横行 し て い る の が実態 で あ る。

　 山 口 大学で は 、共通教育が抱え る こ の よ う

な問題 を解決する ため に平成25年度入学生 か

ら 「新 し い 共 通教 育」 を導入 した。

　本発表は、最初に土記 で述 べ た よ うな各大

学 の 共通教 育が抱 え る問題 を整理 す る。次 に

こ の 問題 を解決す るた め に 、どの よ うな解決

策を考えた の か を明らか に し、「新 し い 共 通教

育」 の 具体的な内容 を説明 す る 。 そ して 最 後
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に、前期 が 終了 した段階で明 らか にな っ た 「新

し い 共通教育」 の 成果 と課題 を明 らか に す る

2 ．新 しい 共通教育導入 の背景

　 現在、各大学では次 の よ うな共通 し た課題

を持 っ て い る と考えられ る。

　○少子 化に よ る志願者 の 減少

　 ○進学率 の 上昇 に よる学生 の 質 の 変化

　 ○財政状況 の 悪化 に よ る教育予算 の 減少 学

こ れ らの 課題 は、山 口 大学 で も同様 で あ る。

ま た 、前項 で 明 らか に し た よ うに 共通教育も

多くの 課題 を抱え て い る。

　 そ こ で 、山 口 大 学で は
一

貫 した 学生 課程教

育を確立す るため に、次の 観点に沿 っ た共通

教育の 見直しをまず行 うこ とに し た。

　  学 生 が 共 通 して もつ べ き素養 ・能力 の 明

　　確化

　  「全教員出動体制」 に よ る分科会制度か

　 　 ら 「全 部 局出動体制 」 へ の 移行

　  大学 の 有す る人的資源 の 有効活用 と カ リ

　 　 キ ュ ラム の ス リム 化

3．現在の共通教育の問題点

　本学 を含め て 、現在の 各大学 の 共 通教育を

見た時 に 、 以下の 4 つ の 問題点 があ る と考 え

られ る。

（課題 1）全 て の 学生 に 共通す る 内容 とは い

　　　　　えな い
。

（課題 2 ）初年次教育と学部教育の 接続が 不

　　 　　 　良

（課題 3 ）開設 ク ラス 数の 肥大化

（課題 4 ）教育改善の 停滞

　課 題 1 は 、共 通 教育 の 科 目 は 選 択科 目 が 大

半を占めて い る。本学の 場合、共 通化 （標準

化）が進ん で い るの は、「英語」 と 「情報処 理

の み で あ る。他 の 科 目は 標準化 で き て い な い ．

こ の た め 、 上記で も述 べ たよ うに 、 学生 は 楽

勝科 目を中心 と し た安易 な履修態度 を取 りが

ち で あ る。教員 も共通教育 の 取組 に 無 関心 で

あ り、専門教育 の
一

部 の 焼 き直 し を義務的 に

実施 して い るに過 ぎな い 。し た が っ て、本 来

の 共通教育 の 目的が 十分達成で きて い ない

　課題 2 は 、共 通教 育を前提 と した 学部 カ リ

キ ュ ラ ム策定が で きて い ない の が 現状 であ る。

こ の 原 因 は 、学部教員は 自学部 の 学生 が 共 通

教育段階 で学ん で きた 内容 に あ ま り 関 心 が な

い か らである。 した が っ て 、共通 教育の 内容

を十分理解 し て い ない 。 こ の た め 、学士 課程

教育 の カ リキ ュ ラ ム の 内容 に 重複が 多い し、

本来教え て お か な けれ ばならな い 部分 が 欠落

し て し ま うなどの 齟齬が 生 じて い る。 こ の よ

うに 、共通教育 と 専門 教育、専 門教 育間 で の

接続性 の 問題 が 多 く発 生 して い る の が 現状 で

あ る。

　課 題 3 は 、＃ 通 教育の 実施体制が従来、全

教員 出動体制 とい う名の 下 に 、教員
一

人
一

コ

マ 担当する こ とが義務付けられて きた。こ の

た め 、科 目の 多様化 が 進む
一方で 、選択科 目

が 共通教育の 大半 を 占めて い る よ うに な っ て

し ま っ た。そ の 結果、本学の 場合、平成24年

度に は 1
，
000 を超 え る 講座 が 開講 され る結果 と

なっ た。さ らに 、学生 の 多様 な ニ
ーズ に 応 え

る た め に あ る特定分野 （例えば、心理 学など）

の ク ラ ス が 際 限もな く増加する
一

方 で 、少 人

数 ク ラ ス で あ っ て も、 学生 の ニ
ーズ が あ る と

い う理 由で 廃止が困難な状況にあ っ た。

　課題 4 は 、本学で は 従来共通 教育の 実施組

織 と し て 、学部所属とは 異な る 23の 分科会を

設置 し て 、共通教 育 を実施 し て きた。し たが

っ て 、共通教育 に 何 か 問題があ っ た場合 に は 、

分科会 が中心 とな っ て FD を実施 して 改善 して

い くべ き で あ るが 、あ ま りこ の よ うなFD 活動

は こ れ まで に行われ て こ なか っ た 、学部教員

は学部との 結び付 きが 極めて強く、い わゆ る

ヴァ
ーチ ャ ル な実施組織で あ る分科会 とい う

組織で は FD の 場に な りに くい 状況に な っ て い

た。

4 ．共通教育改革の 方向性

　上記の そ れ ぞれ の 課 題 を解決 する た め に は 、

以 下 の よ うな解 決 の ため の 方向性 を考 え る こ

とに した 。

　課 題 1 の 「全 て の 学生 に共通す る内容 とは

い えな い 」 に対 し て は、選択科 目を縮 小 し、

共通教 育科 目を で きるだけ必修化 して 、
「全 て

の 学生 に共通 す る教養」 と 「学部 が 必要 とす
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る教養」 の 明確 に分 離す るとい うこ とを考え

Pc。

　課題 2 の 「初年次教育 と学部教育 の 接続が

不 良 」 に対 し て は、初年次 に 受講す る科 日 を

限定 する こ と に よ り、共 通 教育 と学部教育両

方を視野 に入れた学上 課程 教育の 再 構築で き

る環境づ くりに努め 、「全 て の 学生 に 共通す る

教養 」 と 「学 部 が 必 要 とす る教養 」 の 明確 化

を図 る こ とに した。さらに、共通教 育 へ の 学

部 の 積極的 関与を図る こ とを考えた。

　課題 3 の 「開設 クラ ス 数の 肥大化 」 に対 し

て は 、
一．一

人
．
コ マ の 見直 し を図 り、選 択科 目

を縮小 し、共通教育科 目の 必 修化 を図 る こ と

に した n こ の ため に、「一人
一

コ マ 出動 1 か ら

各学部 を巻 き込 んだ 「全 学部 出動 」 体制 へ 共

通 教育 の 責任部 局 を変 え て い く こ とを考え た。

　課題 4 の 「教育 改善 の 停滞 」 に 対 し て は 、

分科会 以外 に教育改善の 『場』を設定 す るよ

うに努め、分科会か ら学部 へ 教育改善の 『場』

を移行 す る こ とを考えた。

5 ．新 しい 共通教育 の 概要

　 こ れ ら の 課 題 を克服 す るた め、平成 25年 度

か ら 「新 し い 共通教育」 が ス タ
ー

トした。

　以 下 、
「新 しい 共通教育」 の 骨子 と概要 を 説

明する。

（1）共通 教育改革の骨子

  専攻分野 ごとに異な っ て い た共通 教育 の 修

　得単位数を見直 し，入学 し たすべ て の 学生

　が 同 じ 「学 習 の 目的 」 に 向け た 30単位 を共

　 通教 育 の 　必 修科 目と して 履修 させ る こ と

　 に した。

  山 口 大学 の 教育資源を有効に 活用す る た め ，

’
全教員出動体制」 か ら　 「全部局 （学部）出

　動体制 」 に転換 し，カ リキ ュ ラ ム を ス リム

　化する こ と に し た。

  共通 教育の 業務分担 と責任に つ い ては，次

　 の とお り とする。
・部局の 担 当する業務 ：

　担 当する分野 にお ける授 業計 画 の 構 築，担

　当教員の 選 任な ど

・大学教育機構が担当す る業務 ：

　 共通教育の 実施 ・運営 の 掌理 ・統括。「学習

　 の 日的 」 との 整 合性 の 検 証 と目的達成 の た

　 め の 指導な ど 。 学生授業 ア ン ケー トそ の 他

　 の 教育改善の た め の 資料収集な ど。共通 教

　 育の 授業時間割 の 策定 v 担当教員の 調 整。

　 なお、こ こ で い う 「部局 」 とは 、開講部局

　 （授 業を計 画 し，開講す る部局 の こ と を指

　す、， 具体的 に は 各学部 を指す。）

  外 国語教 育は ， 世界的 共通言語 で ある 「英

　語」 の み を必fl多とする。

  異 文化
・多．文化理 解の 基盤 と し て ，地域 を

　知 る授業 と し て 、「山 冂 と世界 」 を新設す る。

  キ ャ リア 教育科 日と L て 、「キ ャ 丿 ア 教育1」，

「キ ャ リア 教 育2」 を必修 とす る 。

  共通教育 の 実施 にあた っ て ，非 常勤講師 の

　抑制 に 努 め る。

（2 ）共通教育の概要
・学部独 自の 教養は 共 通教育内 に 「専門某礎」

　と して位置 づ け、共通 教育 と学部 専門教育

　 との 接続性 が高 ま る よ うに した。（図 D
・全学共通 の 教養 を確 立する ため 、 す べ て の

　学 部 （共 同獣医学 部 は除 く） の 入学者 に対

　 し、「教養 コ ア （図2）」、「英語 」 お よび 「 ．

　般教養 （図 3）」 の 授業科 目30単位 を必 修化

　す る c

・「全教員出動体制」に よ る分科会制度か ら 「全

　部局出動体制」 へ 移行す る こ とに よ り、受

　講者 の 少 ない 開設科 目が 大幅に減少 し，教

　育資源 の 有効活 用 が 可能 とな っ た 。

・こ れ に伴 い 、FD 活動 の 場 が各分科会 か ら各

　部局 に移 る こ とにな り、共 通教育にお ける

教育改善が 進む こ とも期待 され る 。

・「セ メ ス ター制」 か ら 「ク ォ
ー

タ
ー

制」 へ

　全学必修 の 共通教育科 目30単位 を，「基礎 セ

　ミナ ー
」 と 「英語 」 の

一
部を除き，「ク ォ

ー

　タ
ー制」 で実施する。

・「ク ラス 指定」 と 「ク ラス 選択」

　 ク ォ
ー

タ
ー1で 開講す る

一
般 教養科 目は ，

す べ て 「クラ ス 指定 」 とす る 。 ク ォ
ー

タ
ー2

以降に 開講す る
一

般教養科 目に は ，「ク ラ ス

指定」 と 「ク ラ ス 選択 」 とがあ る。
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専
門

教
育

　 専 r『科 目
94 〜126 単 位

蓴 攻 分 野 1＝ お け る 専 門 的 知 藏
・
技 能 を 習 碍 す る 。

必 学
≡要 部
む 独
　 自
　 1匸

専 F「董基 礎 科 目
0 − 32 単 位

専 門 分 野 を 学 ぶ た め の 基 礎 的 知 識
・
技 能 を 習 得 す る ．

蓋
教
育

尸般 教 嚢 科 且

　 16 単 位

人 文 ・社 会 ・自 然 の 各 領 鰯 の 基 本 的 な 考 え 方 を 習 得 し ．現
代 社 会 を 支 え ．改 善 し て い くた ゆ の 基 本 的 姿 勢 を 身 に つ け
る

英 語

6 単 位

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ツ
ー

ル とし て の 英 語 力 （の 基 砲 篭 身 に つ

巳ナ る 9

全
学
共

通
の
教
養

山 囗 大 学 の 学 生 とし て の 基 本 的 な 学 習 ス キ ル ．生 活 ス キ ル

を 身 に つ け る と とも に ．地 』霞1匸 貫 飲 す る 意 飲 を 育 成 す る 。
教 蟇 コ ：ア 科 塵ヨ

　 8 単 位 30 単 位

図 1 一
貫した学士課程教育

教 養 コ ア 科 目 （8 単 位 ）

≡基 礎 セ ミナ温

　 2 単 位
高 等 学 授 か ら大 学 へ の 円 滑 な 移 行を 図 蘇 ：め ．学 習 およ∬ 大 学 生 活 に必 簍 歓 キ ル を
習 得 す る ととSIZ・・自ら考ん 蓼慚 謬 覦 ・行 鵡 臨 甜 興 碍賜磯 力 i劉 ζコ ナ鄭

鎚 驪 継 權 飜 鰹 岬 唖 く鶏 羅鱒 蕪囎 型

’
鰹 響

運 動 健 康 科 学

　 　1 単 位

自 らΦ 生 活 の SPtfi高 め ．健 睦敵 化 的 な躬 舌艦 ため の 基 矚 と方 瀧 習 得 す
る o

山 囗 と世 界

　 1 単 位

山 囗 県 の 歴 史 ．文 1匕 繿 済 ．産 業 ．自 然 ．敦 蹴 ど身 近 な 地 壊 の 特 色 を知从 地 鰍 会
の 発 展 に 寄 与 す る 能 力 や 態 度 を 身 に つ け るととも に ．モ れ らの 資 質 を将 来 所 属 す る 亀
亅咳や 国 す 力 を薫 ）o

キ ャ
1リア 教 育

　 2 単 位
自 己 の 荘 り方

。
生 き 方 を考 尢 卒 業 樹 匸社 会 的

・
職 業 的 自 立 を 国 る た め に 必 要 な 麗 的

知 識 や 態 度遅身忙 つ け る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 裕

図 2　教養 コ ア科 目

社 会 教 養 領 域

　 　 3単 位

覗 代 社 会 に 凱 、て 莖 礎 的 な知 諦 を習 得 し，良 講 あ る 市 民 とし て 地 煽・社 会に 貴 献 す る 態
度 を 身 に つ 哩ナ 6 。

自 然 教 養 領 域

　 　 2 単 位

自 然 に っ い て の rw ．rim 詩sre習 得 し．自然 枦か か わ る 現 象 や 社 会 面嫐 ‘つ い て

考 察 す る 力 を鏖 うo

学 際 的 教 養 纈 域 現 代 社 会 の 謌 習踊 と．そ の 解 決 の た め の 取り組み や 謂 ぬ ど に
一
） t、て ．懈 Elr」 一

ル や

　　 e単 位 　　　数 量 的 スキ ル など を 用 い て 謝 1こ黝 明 する 力 犠 う 。 　　　　 、

図 3 一般教養科目
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